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アクリルアミド
CH2＝CHCONH2
［CAS No.79-06-1］
生殖毒性　第 2群

ヒトの症例や疫学研究で，アクリルアミドの生殖毒性
を明確に示した研究はみあたらない．動物実験では，生
殖細胞変異原性・次世代影響・精巣毒性を示す結果が存
在する．

生殖細胞変異原性に関して，Smith ら 1）は，雄 Long-
Evans ラットに 180 日間強制経口投与（0, 1.5, 3, 6 mg/
kg/ 日）の後に無処置の雌と交配させる優性致死試験を
行い，6 mg/kg/ 日で着床前後の死胚数増加を報告して
いる．Tyl ら 2）は，Fischer 344 ラットを用いて飲水投
与による優性致死・生殖毒性併合試験を実施し，優性致
死試験（0.0, 0.5, 2.0, 5.0 mg/kg/ 日で 10 週間）につい
て NOAEL として 2.0 mg/kg/ 日を報告している．これ
らの優性致死試験の陽性結果以外にも，アクリルアミド
の in vivo 生殖細胞変異原試験・遺伝毒性試験における
陽性結果が報告されており 3，4），アクリルアミドは生殖
細胞変異原性を有すると考えられる．

次世代影響に関して，Field ら 5）は Swiss マウスを
用いた発生毒性（催奇形性）試験結果を報告している．
投与量は 0, 3, 15, 45 mg/kg/ 日で，妊娠 6-17 日に強
制経口投与を実施したところ，45 mg/kg/ 日では母動
物の体重増加抑制及び後肢伸展，胎児体重減少及び過
剰肋骨の発現率の増加が生じた．Wise ら 6）は，発達
神経毒性を調べた実験を報告している．妊娠 6 日-授
乳 10 日に 0, 5, 10, 15, 20 mg/kg/ 日の強制経口投与を
行ったところ，F0 では 10 mg/kg/ 日以上で体重増加抑
制，神経障害，生存児数減少，体重減少が生じ，F1 で
は 20 mg/kg/ 日で生後児動物の死亡が生じたという．
Garey ら 7）は，妊娠 F344 ラットに 0, 0.5, 1.0, 2.5, 5.0, 
10.0 mg/kg/ 日の用量で強制経口投与（妊娠 7 日から出
産まで）して次世代影響を検討し，児の体重への影響
は 1 mg/kg/ 日で，児の行動影響（negative geotaxis 
performance，Rotarod performance）は 10 mg/kg/ 日
で見られたという．これらの報告はアクリルアミドの母
体への投与が児の発生・発達に及ぼす影響を示唆するも
のと考えられる．

精巣毒性についても動物実験で複数の報告があり，
Sakamoto ら 8）は 100 mg/kg をマウスに経口単回投与
した実験で精子形成過程に対する影響を報告しており，
Camacho ら 9）は Fischer 344 ラットに 2.5-50 mg/kg/
日で 14 日間の飲水投与を行い精巣細胞やライティッヒ細
胞に対する組織病理学的影響を観察している．これらは
精子形成過程に対する明らかな影響を示すものである．

以上，実験動物において生殖細胞変異原性や次世代影
響が認められたとの知見から，アクリルアミドは生殖毒
性第 2 群に相当すると考えられる．なお，観察された影
響はヒト作業者における神経系への影響を考慮して設定
された現行許容濃度よりも相当高い曝露レベルで生じて
いる．

許容濃度
日本産業衛生学会（2004 年）0.1 mg/m3

ACGIH（2005 年）TLV-TWA 0.01 ppm（0.03 mg/m3）
Inhalable Fraction and Vapor
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